
そのふ タケ( 竹) とスギ
わたくしは、! 日制中学の時代に本誌を編集しておられ
る室井緯先生に偉物( いまでいう生物) を教わった。そ
のご年を経ること20年、たまたま昨夏、小著( 六月社刊
「日本の姓名J) を世に出すにあたってお世話になり、さ
らに生物学という同じフィールドを専攻するものとして
( 小生は小児科医) 、ひき続き、その面のご指導をうけ
るようになっTこ。
室井先生はタケの研究家として名があり、農学博土の

学位をえられた。それをさしおいて、わたくしがタケを
語るのはおこがましいが、酒との関係で縁の深いスギと
ともにタケのことにも一筆だけ触れてみたい。
タケt士、おもにアジアに産し、ないのは濠洲とソ連と

のみ、その用途は広く、わが国でも多方面に利用されて
いる。
兵庫県は酒どころ灘をもっているが、自慢( はくっ
る) 、台鹿( はくしか) などの醸造場では、古くはタケ
の棄で殺菌したので有名である。また、蔵出しの酒をタ
ケの杓で汲んで飲む。酒造りの樽となるとスギ( わが国
特産) で、これはスギ材にピセン・ジベンテン・スギネ
γ . クリプトメリオールという成分が命ヲ 1 %含まれてお
り、香気があり、それが酒の風味を増すからである。醤
油、味噌などの醸造も播州・竜野を中心に兵庫県は名産

(以下. p.168より)
ウ・ウワパミソウ・ダイモンジソウなが着ど生しており
山の傾商にはシラキ・トチノキ・ヨグソミネパリ・アカ
シデ・クロモジ・モミ等の下にハイイヌガヤ・キッコウ
ハグマ・ミヤマカタパミ・ホソバトウゲシパ・オオパイ
ノモトソウ・ニジノヤマグワカ事タ・イワウチワ・ヒロハ
チョウチンゴケなどが生育している。また倒木や樹上か
らはヨウラクラ γ. ムギラン・カヤラソが採集されたσ
しかし特筆すべきは内海氏によりェピゴケ・スギラ γ ・
モミランが発見されたことであり、スギラン・モミラン
は県下でははじめての採集であるとのことであり、本採
集会の終りを飾るにふさわしいもので、あった。またナツ
エビネの一株も内海氏により採集された。
10時半頃滝を出発し同じ道を下り、オオフジシダをと

った場所の少し奥で、プジシダをとる。原の引原川のほと
りで昼食をとり、 12時半貸切ノミスに乗車帰路につく。途
中、播磨一の宮の伊和神社に参拝その社叢をみる。 2時
頃姫路駅前着。無事採集会も終り各自は獲物で重くなっ
たりュ γタを背に家路へと急く、
筆をおくにあたり、ご指導をいただいた田川・岩槻両
先生、多人数の入山を許可下さった営林署、準備に奔走
された藤本義昭氏. 地元で・の連絡や荷物の運搬にあたっ
て下さった中原哲男氏、宿舎や食事の世話をして下さっ

地だが、これらもスギ樽のなかで造ると美味なのである。
fスギ折り掛く J とL、う語は、スギの古木の穴にたまっ
た水が、ときに醸酵して酒のようになるところから出た
ものであろうが、スギの校を束( たば) ねて軒に吊りさげ、
潜を売る庖のしるしにするなど、スギは酒と縁が深い。
しかし、酒を汲む杓( しゃく) は上記のようにタケづ
くりのものである。これは酒を矯するという「かんj
が、もとは筒、つまりタケの中空の部分( たけづっ) に
入れることを意味したあたりに起こりがあるようであ
る。羊蓑( ょうかん) の「かんJ も向じで、そのため羊
葵のことを「さおもの」ともいうし、一樽( さお) 、二
梓と数えたりもするのである。
タケは成長が早く精力のかたまりであり、スギは常

緑、まっすぐ高木になるので神霊の宿る木として祭ら
れ、神社林に使われたりする( 常緑樹尊崇は世界共通) 。
この両者も民俗的に価値高い植物である。
ついでに記しておくと、兵庫県には111西市に、西の日

光と称される多田神社( 多国源氏発祥地) があり、ここ
は四回がマツの疎林なので社殿は白木造りになってい
る。一方、日光の東照宮は衆知のように朱塗りである。
それは東照宮の場合、背後をスギの密林で、覆われている
ためで、それとの調和をとる必要から社殿を朱にしであ
るのだといわれている。

た民家の方々に対し深〈感謝致します。なお、この記を
かくにあたり岩谷氏より多大の助言をいただいたことを
付記しておきます。
ミカズキゲサの自生地について
本年加印支部主催の標本鑑定会に運びこまれた小学生
の標本中に 1本のミカズキグサを室井緯氏が発見、採集
地を隠き 9月 413 にその場所に行って沢山あることを
確認 L ました。場所は加古川市上荘町小野で、神姫パス
上荘線に乗り小野で下車、回の中の道を北に行くと山麓
に数軒の民家があり、路は行きどまりとなります。それ
より畦を左に山麓にそって行き右に治って小溝にそって
行くと25，000分の lの地図上の「長池」の下の小さい池
のほとりにでます。その池の北側の額面の広い湿地が自
生地です。そこにはモウセンゴケ・コモウセンゴケ・イ
シモチソウ・ミミカキグサ・ホザキノミミカキグサ・サ
ギソウも見事に生えており、沼地にはミズギボウシもあ
り大変面白い場所です。
なお、ミカズキグサは氷河期の残存植物であり、保育

社の原色日本植物図鑑によれば「日あたりのよい高原の
水湿地に生える多年草: 分布は九州・本州( 主として中
部地方以北の高山) ・北海道」となっています。

(40.9.14 杉田記)

-179一

suzuki



